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認知的視座からの意味論と形而上学 指示参照ファイル理論と認知形而上学* 
 

山泉 実 

 

本稿 は 指示参照ファイル理論（ RFT）の基盤（山泉 本巻）を えて の哲

学的基 を論 る に 指示参照ファイル（RF）と に する世界の 象の関

概念化 た世界の る認知形而上学（ジャッケンドフ 2012/2019: 29 31 他）

を扱 の世界とは 実在する 世界 は 言語 が概念化した世界

えて言 ら f-心（ 的 心 大 は意 い 的 の ・ ジャ

ッケンドフ 2002/2006: 2.1）に ける 構造 義の概念 門に る の

に考える理論は が概念化した世界が の つ をしているのか し

け ら い の みは認知形而上学と言わ る  

 

 認知的視座からの意味と指示の理論

 言語の す世界は に るのか 概念世界と実在 世界

言語行 の根本に る心的実在を する心理主義の （チョムスキー 1965/2017: 37）

の言語研究に いて 言語は言語 の f-心に ると る 論・統語論は 研究

象が 構造・統語構造・ らの関わるインタフェース（言語 の の Culicover 

and Jackendoff 2005: 20） 専ら f-心内 の とい とに る 一 心理主義の意

味論を するに た ては 論・統語論には い概念的 が る  

の の意味論は 「言葉の意味は人の内的 に て説 ると主 する」

（仲宗根 2016: 35）とい 意味論的内在主義（semantic internalism）に つと言える

RFT の に る のの 的 のとは重要 る 内在主義

的意味論は 「言葉 言葉関 （word-word relation）を扱 野」（p. 35）と る 体的

には 「 文 の 現が の に の に て の に

文の意味が わるのか 語 が の に するのか の 」（p. 37）を

し とする 意味論的内在主義は 言語内 にと 「意味論の 的は語と 象の関

を らかにする と は い」（p. 37）と考えて 「世界が 在する とを意味論内 に

み 要が いと主 する」（p. 35） の 意味論的 在主義と すると る  

しかし 言語 の のと意味との関 的 意味の内 構造 意味 の関 け

言語 現と が す 象の関 を にし け 言語記 の る い え

に説 いと は考えている 言語と 象の関 は 意味論の に めずに

スト意味論 の一 としての指示論 るいはメタ意味論 扱 とい

るが いず に 統一的 意味の理論の か 扱 要が る（ らの 野と の

いについては仲宗根 2016 参照）  
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は の 象とは の のと考えたら いの か 的には 実在する

世界に る 象とい とに る しかし 言語が す世界は f-心の概念 門に

言語 が概念化した の （ジャッケンドフ 2002/2006: 10.4）と RFT は考える

の 世界を 実在 世界と して概念世界と ぶ とにする 考える と

言語と 世界の の は 言語 の のと世界の の直 の関 は 言語と概念

世界 概念世界と 世界とい 二 構えの に る は言語の意味論の は

認知一般についての る（ジャッケンドフ 2012/2019: 202） 本稿 は

言語と概念世界の けを扱  

概念世界には のが概念化 て 在する が ている 太陽の の

体 け 山の 実在 世界 は 界が 確 い の シャーロッ

ク・ホームズの の 人 が 書 いる原稿のファイル（ 理的 実

体は い の のか わから い） らに 「 」に て取 る 三 形の

世界に実在するとは言い い 想のモノ る 他に ウサイン・ ルトが した 100m

の世界記 の論文に して が ているオーサーシップ の 理的実体

を わ い 象が る らに 二 の 体 に る の 念 は

か らは実在し い しかし らの 現を理 する とは る（ して「

ピのバ パケ」は理 い） 理 るとい とは 何らかの概念構造を

らから構 るとい と 概念化 とい とは概念世界に るとい と

1 言語は 在 exist し い の する be とい マイノング的 を して

いる（Moltmann 2019: 26）  

は らの 象を とい 言語 現 指示し とし いけ は

を理 した 「 が ている 」「太陽の 」とい 現 実在の 象を指示した

と理 する とはた すい しかし に て た 象については らが実在

世界に る 象 と考えると らを指示するとは い と のかわから い

らは 実在 世界に る のとして考え とすると めて のに るけ

言語の上 は実在の 象と に に し に扱わ てい

る 「言語に関する 概念化 た 理的 が の世界に と か と 指

示は に わ る」（ジャッケンドフ 2002/2006: 381）の るから 言語の

を 理 するには 指示とい 行為の日 的 理 から る 要が る

と実在世界の 象の関 は と概念（ に RF）の関 として指示を理 する

要が るの る つ 「指示」の日 的 概念の を行 て が の概念を

理 しているのかを し とするの は 扱 としている現象を日

的 理 に えら る理論に わしい定義をする 要が るとい と

る（概念 と理論的定義については 戸田山 2014: 2 参照）  

にジャッケンドフ（2002/2006: 357）は 「 わか てい い「世界の中の 」
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とい 概念を てて 指示の理論のためには「世界」を言語 の心の中に し み 言

語と る」 とを主 し 指示を 統的 (1) は し に した(2)の に

定している  

(1) 指示の 的実在主義理論 文 ら た 言語 の は世界（ るいは

世界）の中の 在 を指す

(2) 指示の概念主義理論 言語 の し は 文 ら た を に て

概念化 た世界 の中の 在 を指すと する （ – は原文）

RFT は 言語は OIC の ると考えるため 言語の に いては し が想定する

を基本に考える 2 のため (2)に を入 て の に する  

(3) 指示の 的概念主義理論 言語 の は 文 言語 の し から

ら た を が想定した に て概念化 た世界 の中の 在 を指

すと する （ のと は が を指示したと する ）

 

「 する」とは 意 的 け の の の

の の の理 の 心理実 の る い 言語 に関する

行為の代 語 （p. 358） 何をするに 在 E す わ E の RF の を  

S が H に E を指示するには E が H に て RF として概念化 ていて の とを S

が想定している とが 要 E が 世界に実在するか かは全 関 い の

を いつつ RFT はジャッケンドフの の に 意する  

概念構造が世界の中の何かの記 とか 示 とかとい と つ 何かを意味す

るの とい とを 確に 定し いといけ い し 概念構造 が意味 の

と言いたい 概念構造は 論 を ける に意味がするはずの とをす

るの る すると 言語が意味を つのは 概念構造と つ から とい とに

る （pp. 360–361） 

言語の語る世界は概念 門に の世界の中に構 要 として 象が る RF は概念

構造の構造体 から の 象の記 象 と考える 要は RF と

た のは概念世界の 象 ると考えて い と 指 る のに

RF と 一視して い 考え いと概念構造に重 が生 てし 3 RF が概念

世界の 象 が の意味 ると考えるの る  

上の に考える と フレーゲ（ 1892/2013 ）の意義 /sense/Sinn とイミ

/reference/Bedeutung とい 2 つのレベル えら て た とを の しに 1 つのレ

ベル えら る に る 認知的 OIC の視座を る RFT は 意味を意義とイミの 2 レ

ベルに ける とを 定する 4 RFT は の意味は記述か 象かとい 二 を

化する（田中太一 p.c.） 概念世界の 在 が全て RF るわけ は い

たとえ 「太郎が 子を か た」の「 か 」は概念世界の何かを している
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とは い い た は 概念世界の太郎・ 子と RF として概念化

る の 在 として概念世界に 在するとは考えに い  

世界が f-心に るとする ら ジャッケンドフ（2002/2006: 26）が f-心に ると 定

る のを「 象」の 向的 語 ぶ は いと言 ている とが理

「 示 representation」「記 」「 」の 「 向性の いの い 語」（p. 23）は

けて 統語 示 意味 示 は「認知構造 cognitive structure のモデル」 NP の の

は 「認知実体 cognitive entity」 たは 「構造要 structural element」と ている

示 ると る実在 世界を中心に えるの は 概念世界・概念 門を f-

心を中心に える ら する RFT は 実在 世界の 象が るから

に する RF が るとか 象が概念化に て の のとして して るとは考

え い 本書の と するのは RF は に する 象を 象たらしめる の

るとする 向の考え る RF を何に るかは は え 第 る たと

え の 1 1 キー ードのキー1 つ 1 つに 意を向け け の RF

は い つ 心的 象と て た のは 心の に る のの代わ （ 象）

として考えるの は 主 関 を にして える るとい と る は

カントの「コペルニクス的 」（『 理性 』第 2 版序文）と を一にする 象の

一性 RF の ID が 一か か 第 る  

 

 認知的視座と日 的視座

に らか に RFT は日 的 のの とはか る をする のの

の とを視座（perspective ジャッケンドフ 2012/2019 は「視 」と訳 ている）と

い RFT の のの に て ら ため ジャッケンドフ（2012/2019）の訳

書 （大 が書いた）に基 いて 言語の す世界は概念世界 るとする認知

的視座を 言語の す世界は実在 世界 るとする日 的視座 他の視座と し

がら とめて たい 5 

が何かについて考えると ず何らかの視座を ている の のの を日

的視座といい は 定の知 体 を し て が と につけら る

の る え 日 とい 現象（ジャッケンドフ 2012/2019 4 ）は 日 的視座か

らは太陽が の に い と る 一 文学的視座からは が す

るにつ て 太陽 が する人のいると に に か る と る の視座

からは 太陽は に投 た ウリング の に わけ は い 視座に て太

陽が か かが らか けが 的に しいとい とは い 文学的視

座からは太陽は い いのに 日 的視座からは太陽が い （ に える）の

は してか と た 1 つの説 は の の る と太陽の 関 の

定の 化の は が いている には い とから
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には太陽が に いている す わ いる に える の説 は の（

ずし 意 てい い）心のはたら から説 した の るため 認知的視座（の 1 つ）

からの の るといえる  

学 的 論 と 視座の は る 「 学 記 た の  

トイレットペーパーの が に つ 」とか 「 （バット） （ ール）を て

何が しい 」とい 人は 日 的視座から して に る 行為に する

意味 け・ けの い一 の 論的視座から 言しているの る（意味

由意 を 論的視座に書 とする試みは戸田山 2014 参照）日 的視座は

ジャッケンドフが の に とめている の の る  

日 的 視 とは た が日 の生 を るための の る は が た

に え けて た の と思わ る た は しに世界を する

は 人 語 文 進行中の 他の とを す の と らの 由

意 に て行 している人た た世界 文は世界との の に と

いて か と る た た はイメージ 思考とい 生 する 思考

とい のを 味す は の中の文 とい とに から た の

思考は内的言語 の と 論 るか し い （pp. 306–307） 

「文は」 言語学的 主 が ているが 認知的視座に つ RFT は らの主

に し い とに 意 たい 「 が た に え けて た の」とい のは つ

進化上の の るとい と る の視座に いては たとえ のが

えるとい のは 実在 世界に のが て が の （何 ずに） える

とい けの と る（ 書 21 25 ） 日 生 は日 的視座 と

るの が からの 太陽の 視 との とい た 日 的

るいは 理性に る 日 的 い たとえ 「何が太陽を ら ているのか」（p. 307）

には 日 的視座の に え い のが る い た との理 を めるの

け 「 を て太陽を する 」（p. 307） 視を している の

的 在を 入して日 的視座を し とする とに るか 文学的視座 認知

的視座 他の視座の に る  

認知的視座とは のが えるとい 人 の心が関わる現象を人 の心に して

の中 ている ととして理 し とする る たとえ が から入

て て に いたら は何をするかとい と 行 ・ ・ の から し

視野に が たら の え から い 記 とのパターンマッチングを行い

の 「 からの入 と視 の の つ の 在」（p. 181）が るために

現実の のが現実の のとして えるの とい に理 する と る 日 的

視座に いて 心は ると るが の 意 的 の け（ るいは に え

てフロイト的 意 の ）が心とみ は f-心とは る の る 人 の
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ている とはソフトウェアの視 から ードウェアの視 から 考えら る

が RFT の する（ 義の）認知的視座は ソフトウェアの視 から理 し とする

の の視座を取ると 視の 日 的視座の に え い現象 説 る 性

が ける ードウェアの視 から理 し とする のの は 的視座（neural 

perspective）とい 6  たとえ のを る は から入 て て に いた が

信 に て視 から第一 視 野に入 の 考え をする  

意す とに 認知的視座 日 的視座 人に する のが 1 つ け るわけ

は い（ る が 1 つの確定した のとしか ついてい いと考えるの 日 的

視座の か し い 「 一の語を と は 一の概念を扱 ていると考えた

る」（Jackendoff 1996: 207 訳）） らの視座に 個人 一個人の中のバリ

エーションが る 科学 哲学に みの る現代人は 1 の人（進化心理学的

には現代人と 心の を て生 たと る ミラー&カナザワ 2007/2019）

とは る日 的視座を ているか し い 認知的視座に デカルト的 の

（ジャッケンドフ 2012/2019: 31 ）の バリエーションが る た 認知科学の知

を 新する とに て わる と る らに の視座を を俯瞰した

視座（perspectival perspective）を につけら る と 人 の しかしたら の認知

る（ 書 43 ） の を するに た ては 視座の 定 一性

視座の の関 （上 関 全体 関 は るの か ）とい た形而上学

的 が 構えている とに るが は の 入 し い  

認知的視座と日 的視座は と 2 の関 を ぶ 1 つ は が言語・意味・

指示 について する説 に ける 関 る（1.3.1 参照） 2 つ は が

を説 するとい 説 説 の関 る つ の の のの を f-心

が の に いているのかから するとい 関 る たとえ 日 的視座から

が ると ら るのは 認知的視 からは 「 定の 構造が RF 何らかの 性

タグと ついたと 」（p. 308）とい とに る 説 説 の関 は の 2 つの視座

の けに ら るの は い が RF の内 のデータ構造を の に実 し

ているかがわか 認知的視座を 的視座に て説 した とに る た

の 理・化学的メカニズムが か とい 的視座を 理・化学的視

座から説 した とに る（p. 308） 理・科学的視座が一 根 に け

全てが説 ると 考える 主義 いる が は は考え い 視座の

レベルが上がる と のレベルには ら い現象 生 意 意味 コミュニケー

ションは の る が して るから る（マンフォード 2012/2017: 3 ）

のため 「 の視 は みと みを て いず た が の とを理 す

ると に の を て し 一つとして他の かに完全に する とは

い」（ジャッケンドフ 2012/2019: 306） つ 理 したい現象に て 視座
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が わ て るとい と る（ とは 進化の を入 る と 論的視

座に全てを書 とい は戸田山 2014 を参照） RFT は 言語 意味 指示を考

える に OIC の を取 入 つつ認知的視座を し とする

 言語・意味・指示 の視座

 意味の 意 説と意味研究 認知的視座を するのが しい つの理由

ジャッケンドフ（2012/2017）は言語についての日 的視座と認知的視座を チ

ョムスキーの「E 言語」（ 在言語）と「I 言語」（内在言語）に すると述 て

いる（p. 19） らの概念に みの い のために してい  

言語研究をしてい い人の は 日本語の 個 言語を「現実世界に 在する統一

た構造 」 「 い を につけ 一 の の に とが る」 に

る の（p. 16）と えているの は いか 日 的視座から た個 言語は の

の の考えを学 的に めた一つの が言語 体に た の

体 の ソシュール（1916/2016）のラングに代 る言語 哲学 の

日 的視座 の の は いが を研 した視座から 「 の から

した 象的 在 」（ジャッケンドフ 2012/2017: 17）と言語をみ している 的

言語哲学の を いたフレーゲ 生 言語学の意味論に大 をしたカッ が

考える哲学 の代 として ら ている（pp. 19–20） の言語 は言語研究に大

響 を ている  

しかし チョムスキー 義の文 （ 論 形 統語論 意味論）の研究 の

ジャッケンドフに ると「言語学 の 的大 」（p. 17） は 日 的視座をと

らず 認知的視座から言語を研究している（ とに ている） 認知言語学 は I 言語を

研究しているとは言わ い け 言語 の の中に るシステムが の

のかを（ ） しているとい は認知的視座を取 ている の視座からは

日本語の 個 言語は 「す ての の中に るす ての体 の

し は理想化した の」（p. 17）とい とに る 言語に する認知的視座は チョムス

キー めは統語論 がて 論と意味論 一般的に てい た  

認知的視座が言語の研究に いて一般的に たとはいえ に意味の研究 を

する とは 統語論・ 論の研究の は い には の理由が考え

つ 第一に 言語学は と 日本に いて文 の学 るためか 視座に

研究が行わ が る ると の視座 る日 的視座が知ら に入

み すい 論の確 した理 の学 視座に パラダイム内 の研

究が大 行わ ると は想 している  

第二に 述の哲学の 響が る 日 的視座からの哲学的言語研究が言語学の意味論・

語 論の研究に 大 響を えて た とは らか る に いては 意味は
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世界（実在するとみ い とが い 世界 ）に ると る とが い

え 「 た 」（4 ）とい 語の意味は かと日 的視座から考えると

世界に る た の集 （ るいは が関わる関 ） とい 考えに るのは

かし と は い （集 の の のを に入 るわけにはいか いため 認知的視

座に いては の を に ける とは る ）哲学に いて 実在し い のの

現（「シャーロック・ホームズ」「 ニコーン」「現在のフランス 」（ラッセル 1905/2013）

） 世界に ずし し い信念の 現（  実 には を いる「マティ

ーニを いる男」ドネラン 1966/2013）の意味が に 論 て たのは 日 的視

座 は らが扱いに いからに他 ら い 視座は 体が 論の 象と らず

研究の を している のため 認知的視座に つ言語学 が日 的視座に つ哲学の

行研究を参照する の視座の に か い いると日 的視座が

すい  

第三に 意味についての理論は か 世界と関わら け ら いとい とが

る の からは 世界に意味が ると考える日 的視座は の上 と つ す

い 一 認知的視座は意味が心に ると考えるため 言語 現と心に る意味との関 を

考えるのに えて 心に る意味と 世界との関 考え け らず が に

る の について は 心に る意味と 世界との関 は 述の 言語の

は 認知一般についての 本書の を えると考えている ジャッケンドフが

の に述 る る  

言語 現がいかにして「世界に関する」 のた るのかとい は 確には言

語についての は い し 認知についての の 人の に る

概念構造 構造・ ・視 ・ 性タグが て言葉と てい

る 世界の と てい のか […] た は心的構造に か て世界を す

る の 心的構造を とた 理 したら は に言語を つける と

は は い （p. 202 原文） 

実在 世界と言語のつ が を考えるには 世界と f-心のインタフェース る知

を本 的に扱わ け に ら い 知 を f-心の として扱 て 知 の認知科

学と する 要が るが は本書の を大 える（p. 164 参照）  

第 に 意味とは の のかについて 意が い け 言語学に い

ては の 哲学的 論が にして て 論 る とが いと

い とが ら る 認知的視座に いては 心に る概念が意味 ると る

（概念を 理する 関連性理論 は意味として認めら ている Wilson and Sperber 

1993/2012） しかし 概念とは何かについて 意 の一 が 言語学に いて

て 論 る とは らに い 7 認知的視座に つ言語学 て 意味とは何か

は言語学的とい は哲学的 いとみ る を 上 にした 体的
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言語 現の意味 をしている が い に 意味・概念とは何かを 論し

て た哲学の日 的視座が が る 意味とは何かを 上 した研究にと

ての意味とは 論文を書いている言語に るパラフレーズ を  に入 た

の 認知文 の [   の の] 上の の は い とが い る

とには に する意味の 意 説 関 している  

の に けずに認知的視座から意味を扱 とする は ず は に い

ている視座について 的に 意味についての 他の言説が の 視座に た

のかを 味し け ら い に えて 認知的視座の意味研究 が に し

け ら い のに 意味の 意 説（ジャッケンドフ 2012/2019）が る に

ると 認知的視座に ける意味とは 基本的には概念 門に る構造化 た概念 る

のの 体は意 る の は い が意 るのは に ついた

と が意味に ついているか かとい た 認知的 タグ の として えら

る と け る 意味が意 る に思わ るとしたら 意

を取 （ ンドル）として に ついた概念を する とが るから る

か 言語 現を構 する 構造・統語構造・意味構造の 「思考の と

するのは 論」（p. 138） る 意味は意 ず イメージ た は意

るの ら 「意 的 思考の主要 認知的相関 」（p. 138）は のはず から る  

概念構造は意 い一 実在 世界は意 る 意味が意 いとは思い

ずに意味を し めたら 意 る実在 世界（ 認知文 の ）に いて

に するのは と が意味の研究に いて認知的視座を する

とが る第 5 の理由 る  

認知的視座に ける は 意味が意 い 上 RF の た と いた

と い のを意味として 定し がら意味を してい 要が る 概念構造につ

いて直 と るのは の内 構造（ の 要 が の に み わ ている

か） 他の 門の構造との関 とい た形 的 の は統語構造・ 構造と

た 行的 る（Jackendoff 1992: 30） 統語論 論 は 体意 い

統語構造 性を 定する とに を える のは い（ 統語 生は

る） 意味論に いて 理論的構 を 定する とに 和 が たとして 基本的

に の  

 認知的視座からの と指示

文の意味 る構造化 た概念 の のは意 いからとい て 言語学に け

る意味の研究が の行 を 定する 実 的 い い 行え いわけ

は い 実 的 を い い言語学的意味論研究は け したかはと か

に て て た が るのは 2 つの文が す構造化 た

概念を した 意関 に るか か 意 るから る た し



－ 38 －

『日本語・日本文化研究』第 30 号（2020）

  
 

 
 

た の の のプロセス 体は意 い の とは 意 る に

関して 2 つの語が を か かとい は プロセス 意 る とと

照的 る（Jackendoff 1996: 8.4）  

文の 認知的視座からは心に ける の る 日 的視座に ける文の

は 言語 から た文と 言語 から た世界が し

ているか かの 文の 理 を世界が たしてい け

る（ジャッケンドフ 2012/2019: 32–33 ） 一 認知的視座からは 言語 が る文

の を すると に の f-心 何が ているかが に る は いたずら

に を にしているわけ は い 文と世界とい 全 る のが し

た し か た するとい とは何らかの説 を要するから る 日 的視座に け

る文の 理 に たる のは 言語 が文の概念構造 のインタフェース を

がか に 語 論的 をしつつ構 した 義の概念構造（ 構造を ）

が言語 の概念世界と照らし わ て が る 日 的視座の「世界」に

たる ののソースには何 か （34 ） の 中の知 に由 するか し

い（「 の上に が てい す 」「はい」） の知 に由 する と る（「 日

を した 」「はい」） 論の に由 する と る（「 日 たの は

に した 」「ず と大阪に したから い す」） 他人から いた とに

由 する と る（「 たは 7 5 日に生 した 」「はい」） らのソースと文

に由 する概念構造を して ているとい が とい が

と る 論 には の が るから に か かの をす

る け は には と はず る た 文の概念構造に して ら

る「世界」のソースが い は 信念 の信 性に基 いて を として け

入 るか と は 信 ていると け け取るかを める 理が行わ る

（「RFT は取るに る理論 す 」「1. はい 2. が 信 ている け」）  

の指示について の 理が る（ジャッケンドフ 2002/2006: 10.10） 日 的視

座に ける指示は と の指示 象と る世界の中の 在 （entity）の の関

が に て （satisfy） ると指示が る（ とい と 言語哲

学に しい は記述を たすか か けの と考えるか し いが い わ

け は い） 世界の中の 在 と言語 現とい 全 る のの に関 が

つ とは何らかの説 を要し 認知的視座の と る 認知的視座に いて 在

は概念世界に RF として 在する には概念世界に 在し の RF を 定

す が 本稿 は に るのを けるため に「 に RF が する」とい

言い をする RF は の 中の知 に由 するか し い（「 の上に ている を

」） の知 に由 する と る（「 日 関に ていた は に

た 」） 一 の 論8の に由 する と る（「コピー を全 てし た
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」） 他人から いた とに由 する る（「 の iPhone はバッテリー（ た とは

い）がダメに たみたい 」） た に る「世界」の 象が知 に い

は RF を てる とに る（「 日 イリジウムの 二 体を ら た す 」）

の てる人の信念 の信 性は RF を るか かを し い のの RF

の け（ の心の の世界の の に の RF が るとするか）が て る デ

フォルト は し が想定した の心の現実世界の実 に る のとして RF を

てる とに る 「一 の 体」の する性 を ている 象 RT が

てら いわけ は した性 を つ RF が の は現実の実

の のとして てら る とに る  

 

 認知形而上学

認知的視座に いては 言語が直 的に すのは実在 世界 は 言語 の概

念的世界に る 象 た は の概念世界とは し は の のか の

いが言語学に ける意味論の研究 わ る とは い 「大 の科学 た が

と す ての を い いる 科学の研究は 世界はいか る のかを科学 集

はす に知 ているとい 定の上に ている」（クーン 1970/1971: 6）から る

しかし の いは 言語の意味を研究するに た て に RFT の 理論を

構 する には ける とが い 世界は の のかを する哲学の 野は

形而上学と言わ る 概念世界が の のかを するのが認知形而上学 る（ジ

ャッケンドフ 2012/2019: 29 ・31 Mercier and Sperber 2017: 6 参照） 認知形而上学

に いては 概念世界に の の のが 在するのか 人（person）とは の

のか 人 の他の 在 の 一性は の に 保 るのかとい た が扱わ

る ジャッケンドフ（2012/2019） は 認知形而上学の 体的 論が中心 る

は ず認知形而上学が概念主義的意味論・RFT に 要 る とを述 に

いて認知形而上学が の みかについて本稿 考 を える  

 

 形而上学と意味論の関

言語の意味を る視座から する 視座に た形而上学を の の

に一 に進めていか け ら い 言語学 の 主 が る とは

いと思わ るが 言語哲学の文 に いて山田（2002）が意味論とモデルの関 について

の に語 ている  

の記 言語を扱 の は 言語の意味の理論 とする モ

デルの集 の全体が と 言語に て 現 の 世界の

の 性（世界の の 性）をカバー る か を つ

とは 要 る の の と は モデル論的意味論は る 味 い
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的 理論としての を つ とに る は 言語が 現 る

世界の を 現するために 要と る概念的 が けの のに

るかとい いが わ る とに るから る の いは 言語の意味

を けるために けの概念的 が 要と るかとい 言語に関する

的 い る とは言 い （p. 190） 

山田は形 的 アプローチの意味論に関して の に述 ているが RFT・認知形而上

学について 全 る 山田の言を ると の に言える “認知

形而上学が記述する世界が と 言語に て 現 の 概念化

た世界の在 をカバー る か を つ とは 要 る の の と

は 認知形而上学は る 味 い 的 理論としての を つ とに る

は 言語が 現 る概念化 た世界の を 現するために 要と

る概念的 が けの のに るかとい いが わ る とに るから

る （ 文） RFT にと て認知形而上学が 要と る る  

一般的 として 鈴木他（2014）は言語哲学と形而上学は 完関 に は

を基 けるとい 関 に ると述 ている  

言語哲学の主要 的は 言語に つわる 現象のメカニズムを し ら

について説 を える と る が 言語的現象についての説 は 他の の

説 と 何らかの 在 プロセスを 定した え る して に

形而上学の す が る とい の した 定 の本性 在論的

についての い たとえ の 定 は 世界の基 的 構 要 のか

と 説 の上 は言 するのが が 的には他の何かに る の

のか とい た い は に形而上学の から （p. 261） 

と の に述 る鈴木他の念 に るのは 実在世界と を意味すると る

言語  

形而上学に いては 言語的現象についての説 る 在 関 が ら

ためて主 化 らが実在世界に いて の を つのかが 味

る した は 言語現象を 実在世界の 一般的 みの に

け の 確 を 定める試み と言える （pp. 261–262） 

しかし 述 ら ている意味論・言語哲学と形而上学の関 は 概念主義的意味論と

認知形而上学に いて に つ 9 RFT は を主に扱 理論 るため 象

の 一性 在論的 とい た 主 をめ る認知形而上学が ず 要に る 10 

概念主義的意味論・RFT が認知形而上学を一 的に 要とする け は い 鈴木他は

形而上学が言語哲学に基 を えるとい 向性とはいわ の関 について 述 てい

る は 「形而上学は の 進めら る か」（p. 262）とい メタ形而上

学的 に関する の る の には 言語論的 を構 した「哲学的 の
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生には言語が 関わ て え 哲学的 の のためには言語に関する考

を 由する とが とい 認 」（p.262）が る のため 哲学の として言

語の を行 哲学 が現代に いて 現 心・知 ・ の に関して け

形而上学的 を考 するに た て の を取る がいる（p. 263）

した哲学 にと ては 「実在世界の基 的 を らかにするとい 形而上学の て

は 言語のはたら を らかにするとい 言語哲学の てから に行 わ る の

は い」（p. 263） に いて と るのは実在世界 が 概念世界が 象と

て の とが言える つ 概念世界の を らかにするとい 認知形而上学の

ては 言語のはたら を らかにする RFT の てから に行 とは い  

「哲学的 の 生には言語が 関わ て え 哲学的 の のため

には言語に関する考 を 由する とが とい 認 」（p.262）は 日の哲学

に 哲学 ている（ 山 2012/2014: 1 ） の認 と概念主義的意味 を

み わ ると 認知的視座を取る からは 言語の す世界とは の のか

の 視座から言語は世界を いているのか とい 言語の視座に関する考 を 由す

る とが哲学的 の には るとい とに る に関連してジャッケ

ンドフ（2012/2019: 244）は 理に関する哲学的 が生 る理由の一 として 日 的

視座を の ととする とと 「 みの に直 した にし け ら い とは

の視 を研 す と け るかの に る 」 とを ている（認知的視座

からの 理 は本稿 1.3.2 参照） 視座に 的 つつ 言語について考 する とが

の を す（山泉 投稿中） に視座に る とは 他の形而上学的

す  

 

 認知形而上学とは の のか

 一般認知形而上学と 認知形而上学

世界の概念化の 性に て 認知形而上学の 性 る の 性を

として 認知形而上学に 中世形而上学と に一般と の を考える とが る

一般認知形而上学は世界の概念化の 性 たとえ RF の データ構造は の

のか の を行 一般認知形而上学と 認知形而上学の は マイノング

（1904/1930）の「認 に関わる一 の 象を 的に する学」としての 象論と「

在する のについての学」 る形而上学とい （鈴木他 2014: 242）に る の

が る n の の のの には て い 在 を扱 学の研究は

一般認知形而上学的 の一 と える と る 一 世界の概念化の 性

の 何らかの に る のの が 認知形而上学 る には

視座の いに するバリエーションが る たとえ 日 的視座 は人（person）は心

と体から る（ジャッケンドフ 2012/2019: 31 ）が 哲学的 に ては は い
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日 言語を扱 意味論と に る 認知形而上学が主に する とに るのは 生

の日 的視座に いて に世界と えら ている の る  

 

 日 的視座を扱 認知形而上学の

日 的視座を扱 認知形而上学と日 的視座を とする の形而上学は の

る の る ず 学説の の基 が る 日 的視座の 認知形而上学

の は 日 的視座を け 実に えているかに て る とに る 日

的視座からの世界の え に一 性が いの の のとして世界を記述

する とに る の形而上学に いて 重視 るのは 形而上学理論の完

との 性は に か と形而上学理論が したと に を

るのは  

た が しいと考えている とと し い とは 形而上学的 が

指す 大 る しかし他 と には哲学的 は の

が る と る たとえ が いに る とが示 た

が他の知 （たとえ 科学的知 ）と している とが した した

と には 形而上学的 は の が めら る とが る （鈴木他 2014: 

16） 

日 的視座の認知形而上学に いては は研究 象 るから に一 性が いと

して める とは い 認知形而上学は記述的（descriptive） 的（revisionary）

は い  

論の 日 的視座の認知形而上学と の形而上学は る とに る

（形而上学の 論については Ivanova and Farr 2020 を参照） 認知形而上学の

研究 の一つが言語を する と る たとえ ジャッケンドフ

（2012/2019）は 指示 タイプ・ ・ ・ 向・ ・ ・ を 体と に指示

る とを根 に は い た の 在 を認 していて らは概念構造に

いて RF を えら ると主 している（p. 214） の形而上学 は 指示 の を

する け らの 在が認めら る とは い 直 を 扱 かについて 認知形

而上学には が る たとえ 形而上学に ける思考実 人の 記 の

を いた人の 一性の 論（ケーガン 2012/2019 第 6・7 講 ）を ると 形而

上学の理論・ 説を ぶに た て 直 は え に言 て か 重視 ている

（Ivanova and Farr 2020: 451 参照） しかし とみ ている直 は 思

考実 に て る 直 は に るの か 日 的視座は進化上

の の 理性 一 して世界を えるための の は い 直 の

に ける進化上の の （Mercier and Sperber 2017） る のため 人の

記 の の は 確 直 的 が ず 信を て
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が い とが るのは 思 は い  

の を いに扱え い とは 日 的視座の 認知形而上学にと

て 体 と る の は い 日 的視座の 認知形而上学にと ては 直 は

研究 象の に する が世界を ・ 造する の一 る直 （Scholl 2007: 

582）が に いて か いとい と 体がデータと る（田中太一 p.c.）

Scholl（2007: 5.3）が する に の は 人 が 視を す

の の る 視の え は人 の視 を するのには大いに に て

界 の のの には てに ら い に 形而上学の思考実 想定 る

に ける直 的 概念世界 を る人 の認知の には大いに参考

に て 実在世界の には てに ら いの は いか た 人に て直 的

が か る る 11 の 理想的には 人が重視している とを し 直

的 を構 要 に の概念世界を する ントと る  

科学の知 と形而上学の関 は 論 る と が 認知形而上学については

と の とが言える 日 的視座を えるためには 言語データ 心理実

の の 的根 が説を える い に る の 「科学は 理論が

た 実と する とを めるのに して 形而上学のデータは に基

の は い」とい マンフォード（2012/2017: 171）の は認知形而上学には ては ら

い 12 た とは何かとい 形而上学的 に えるに た て 現代の 理

学についての知 は 要 と言わ ている（鈴木他 2014: 19） のの 日 的視座の

認知形而上学に いては ずし は い たとえ を している

が のにかかる の け の を ているとい 理 （マンフォード 

2012/2017: 95）は 日 的視座に いては い 形而上学が「科学と 関 を

つ とは 」（鈴木他 2014: 20）とい は認知形而上学 わら い のの の関

は大 るの る

 認知形而上学の

メタ形而上学と言わ る形而上学についての考 が たとえ 「 た は形

而上学的 いを すると 何について しているのか」（ジャッケンドフ 2012/2019: 209）

とい とが わ ている 認知形而上学は のメタ形而上学の いに して の実

在世界に する理 つ 「人の心は の の 在 を世界に ているか」

（p. 209）について をしているの と考える は 「形而上学を 世界 の のについ

ての とい 世界に関する た の思考が つ構造の記述としてみる」とい 形

而上学 る カントが『 理性 』 示した形而上学（の の 1 つ マ

ンフォード 2012/2017: 166）に 13 「わ わ の概念構造の と 一般的 を ら

かにする とをめ す」記述的形而上学（descriptive metaphysics）（ストローソン 1959/1978: 
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10）に する  

の の形而上学は 扱わ る主 の形而上学と する のの 形而

上学が ていた 実在世界全体に関わる が けているとい が た る

とは 考えら る の 「形而上学はた に た が世界を記述する に い

る諸 の概念 らの概念の い の関 に関する 究 」（マンフォード 2012/2017: 

166）とい 形而上学 には し い形而上学 が い る マンフォードに る

と 「形而上学 は た が にしているのは 的 久 の 理 の て

は た 人 の のの には 響 いの とい を した いの

る」（pp. 95–96） しかし は認知形而上学 の としては的 る 認知形而

上学が し としている のは の形而上学とは て概念世界 から

る  

の から の形而上学の 論を ると メタ 視 から新た とが えて る

一 のメタ形而上学と言え は の一 を 示する 形而上学の が語

ら ると に の に視座について語ら い に 世界の理 とい 視座と

のが語ら る とが い  

た は 世界に 在する のの が と 一の の が

と の の るかを理 し の とを にして生 ている に し た

が世界に る のの と が 一 るかを た 理 してい いとした

ら たは の の本とコップを する と え い とに る つ

一性についての 実は を し い とには た が現に ている世界

の についての理 が た い の の （p. 7 は ） 

「世界の基 的 実」（鈴木他 2014: 5）の が「世界の の理 の基 に ている」

（p. 6）と 述 ら ている しかし の理 る視座からの の る とを て

はいけ い 世界に 一性 の 象が つ の性 が と の の理

が た い け 世界は の理 とは た形 る と理 人

の生 にと ての世界を思い いてみると い の の本とコップを い

生 は い 認知的視座からは 形而上学は実在世界の の

は の る視座からの理 の と る たとえ 一性 性

の性 を つ とについての形而上学的 いが生 るのは らについて が「

確 とした理 を てい いから」（p. 9） と鈴木他は述 ているが は生

た日 的視座からの 意 的理 に基 行 を日 行 ているの から らの理

が の意味 「か る」（p. 9）とは言い い に るのは 1 つに

は日 的視座を た日 的 とは大 る に た る  

1 つ に る を 由と 定論の として 「「 た は の行

為を 由に がら生 ている」とい 理 と 「 の世界の は に て
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する」とい 科学的理 [ ]を する」（p. 23）とい が ら ている は

に の理 の基盤に ている日 的視座と の理 の基盤に ていて

は行為の に いては い 科学的視座の い いが している

る の が か かは を に新た 視座を る とが か か

に る の について 現在のと は の に述 るジャ

ッケンドフと 的 は い 「視 を俯瞰する視 から考えると す てを す

る 視 にし ら い 世界についての 理 は 在し いと認 する とは大

る た が の世界に して は 相 に し い えの集 体 と一 的

に するわけ は い」（2012/2019: 309） 形而上学の は 視座に関して の

に 視座の 性 （ ） 性を 認するか かに て か る とに

る  

 

 認知（メタ）形而上学の試み をめ て

に RFT と認知形而上学から コニー サイダー（2005/2009: 8 ）の に関す

る入門的 論を として RFT・認知形而上学を としたメタ から形而上学につ

いて の とが言えるかを示す ずは RF のデータ構造を に示して RF

は の 4 つの 性を つ RFT は RF の認知形而上学を したデータ構造（本稿 は

の 述 い）に て の意味の 性を える  

⚫ 在論的 モノ コト 人 に する 象の 在論的 を す

タイプ・トークンの が る に いては に て を す

⚫ はワーキングメモリに の ら ては がて える のため にジョ

ンについて したと にジョンに した と ジョンについて していると の

ジョン が 象に する とを保 をする 要が る をするのが

る の には定 由 が る

指示的と る の は 定 の を つ 在論的 に 定の

は え コトは の内 は指 し・座 定 る

⚫ 内 が試 の勝 る が クサー る の 象についての個

的知 が に る 知 の 新とと に が るが 内 が わ て

を つ に する のは 象とみ る

の の形をとる内 る 体 に し い ・

に する 「 」 の説 に重要 を る

⚫ け 人 は が現実世界の実 と考える の 理 る 他人の心

フィクション る 内 とに ける 要が る と る

の けを つ に て 文 の現象が説 る

上のデータ構造は 進化的に言語に つ概念構造に ける 言語 は
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い の意味 は 認知言語学のい 一般的 認知 に る  

 

 と内 の

を考えるに た て RF と に る内 の をする とが重要

る たとえ 3 つのリンゴに する性 が る とは に する RF（ID a, 

b, c とする）に a/b/c がリンゴ とい 内 が る とに て えら る 性 は

内 として現 る コニー サイダー（pp. 226–227）が 論している 子の

と の に と の として現 る内 る  

内 体は RF は RF に する 象と には 在し いとい と

が めて重要 る 性 とい が 在するのかが し 思えて るのは のため

しかし 性 RF 化 の RF に した を いる と の概

念化を他人と する と る RF 化す 性 概念世界に いてリンゴと

に 在する に る は 「リンゴ 子には する「 の」が る したが

て い た「 の」 つ が 在する」（p. 230）とい に に が

ている と る して 言 と「 か える」（p. 229）の

は 象 は か た のが とい に 象化するから る 「い た

について考えは めてし え の 在を 定するのは ずかし る 」（p. 225）

のは を主 として考える に 象にしたために他 ら い  

の直 に する RF と内 を してい い とに由 する  

た にリンゴを「リンゴ」と ぶ け リンゴと とつの何かについて語

ている とに るとは思え い と が し 論が しけ わ わ は

に い とをしている とに てし リンゴと リンゴ る

について語 ている とに るの る が に思い たる しは い わ わ

がしてい とは リンゴをリンゴとして している と け （p. 229） 

RFT に いて「A について語る」とい のは A に する RF の の ・ が

の中心的認知 と るとい と る とす る性 に す

る RF が関わ ていて に する の ・ が の中心的認知 と てい

け について語 ている とには ら い 3 つのリンゴの をしていると に

の内 は RF 化 いから について語 ているわけ は い

て 「わ わ は とは知らずに について語 ているのか し い」（p. 229）と

い のは RFT に す 思い し る  
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 化に る性 ・関 の

RF の内 として えら る性 け RF の関 RF 化 る して

関 の 行関 の の の 論理的にはい ら RF化 る（pp. 237–238）

論に ると 幸 たの には の が示す にた の が

に わ は い  

たの幸 を 福するために が一人 た一人と て ている に え

は いが 認知的視座からは 関 を RF として概念化し とす い ら る

とい けの と る 関 を RF 化し いと ると 「関 に関わる と しに関

しを関 ける て とが して るの か 」（p. 238）とい い

が るか し い が るのは RF のデータ構造 ID 内 を が

て るから る のために 関 体が RF 化 ずに関 が関 けら る

とが の る 認知的視座に いてはデータ構造が の代わ に たの幸

を保 して る  

 

 の 在論的

関 性 を RF 化したと言 て の 在論的 （ RF のデータ構造の 1 つ

る）は リンゴとい モノの RF と は い の いを 視すると 「 しリン

ゴを ていると に ている のが [ ]の とすると と はリンゴの

を ているの は リンゴの の を ているの は い か とすると

の には が るの か と いの か 」（p. 235 は ）とい

が て か い の を つ人は 性 とい の 在論的 を ら

と 的 在論的 るモノと と考えてし ているの は いか

「 」に する RF の 在論的 が性 としたら の内 には[ ]の

のは入 い が入るとしたら ID の に て 内 に入 るのは a が

性が る の の る  

 

 した内 を つ

化し い（non-self-instantiation） とい 性 は ラッセルのパラドックスを

た♡性 幸  

関  

関 化 関  

関 関  

関  

たの幸 を 福しに と けつける の  
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入 る とに て 一般の 在を かす とに る（pp. 239–244） について

一言述 て の性 が 化すると考えて し いと考えて に るため

の に言わ ている 「 の 化し い を思い か る とが い

の る ら の が 在する とは え いから 」（p. 242） し

かし の する性 を た の 概念化する とは る け

化し い についての 論が理 いはず る に い三 形

形を思い か る とは て 概念化する とは る の

RF に する 象が実在するか か（RFT に言 と RF が現実世界の実 に

けら るか か）は全 の る 「 い三 形」に する RF は 一 した

構造は た て 概念構造に いては する二つの内 を つ け る

を 世界に実在する のと考えず 概念的 のと考える ら 化し い

とい が 在し いとは言え いし から が して の 在が

るわけ い 実在の人 の RF に する内 2 つが入 たら

らかを し と を集めた し とする は生 てい 上 の

に る の RFT が する と は い  

 

 概念論としての ・認知形而上学

RFT・認知形而上学は 論 についてはメタ 論 する け 概

念論の 参 する とが る 概念論とは 「語に一般性を えるのはわ わ の心

の中の の つ 概念 るとい 説」（p. 257） る コニー サイダーは ート

を に の に説 する  

わ わ の ートの概念は ートす てに ては の に ては

ら い の に の概念は一般性を ているから の概念を す語として

「 ート」を すると の概念に め ている ートに して一般的に

ては る とい が の語に わるの る （p. 257） 

概念論は す ての ートに る 1 つの のが 在すると認める 要は いため

が に るのか と 要は い 3 つのリンゴが している は

に るのかとい いに して 3 つのリンゴに が して した性 は認知

的 の 世界に る の は いと考える ら いは ら い の

いは 日 的視座に わ た た の たとえ 「 い のが ると に

は の全体が と るとい アイデア」（p. 233）は が 世界に る

とい 日 的視座を ら てし た にしか認知的視座からは え い  

が ら る とには 性は関 体 の に て 個

的 リンゴの が知 る け る したが て の のに が ると考える

要は い して 3 つのリンゴ の個 的 の えを とカテゴリー化するの
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認知の る 「 いとは い と の か 」（p. 254）とい

いに 認知的視座からは 体 の に る のとい 説 をする とに る

クオリアについては説 した とには ら いが の に いては 「 る 象が

いとは る 在 つ が 在し の 象が の 在 を 化

するとい と る」（p. 255）とい いかに 形而上学らしい説 る 「 い

とは い とかを完全に理 するためには と る 在 と 化関 につい

て と知る 要が る」（p. 255）とコニー サイダーは述 ているが については

に RFT のデータ構造に基 説 を えた から は 体 に関する知

の生理学と クオリア にアプローチする諸学に る とに る  

概念論 の として 「レッド・デリシャス の三つのリンゴは樹 たとい

ているとい 実」（p. 258）の構 要 の について 「心の中に るとするのは

」（p. 259）とい のが ら ている 認知的視座に つ RFT に いては

は い 「概念論 は リンゴは と心の に か る」（p. 258）と述 ら ている

が 認知的視座を した概念論 は は い（本稿 1.1）  

「概念が の に を するのか」（p. 259）とい は 形而上学の は

認知科学・ 心理学の る た ランダム 3 つの のを指 して 「

ラーグ」とい 意味語を して の は ラーグの概念を い（p. 

259） と 新た のに い の概念とは る とい と と

して述 ら ているが の 3 つの のから認知システムにと て 意義 一般化が ら

け の 概念を し いとして 何 思 とは い 形而上学の

て 人 の心が関わる の る は 認知の研究との ・ が

 

 

 わ に

上本稿 は 概念主義的意味論・RFT にと ての世界が い の るか を

する認知形而上学が RFT には 要 る と 認知形而上学とは い の る

のか して の視座に 的 が形而上学に して つ意義を述 た に

について RFT・認知形而上学が視座を俯瞰した視座から の とを言えるかを

論した （構 のアンチノミー（コニー サイダー2005/2009: 7 ）を とした の

論は山泉（投稿中）に る ）視座について 的 るとい 認知形而上学の は 他

の形而上学に 示 を える の 日 的視座の世界を扱 認知形而上学は 認

知的 い の形而上学に 参考と る が い

*本稿は 文 科学 の科学研究 （ 17K17842 「コピュラ文 の
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性を扱える認知語 論の構 」）の を けて行わ ている研究の一 る

1 の には「X が Y を概念化する」とい 言い は Y が何 のか わから いか

ら 語 が る（田中太一 p.c.） しかし 他に 言い が思いつか いの の言

い を ける とにする  
2 言の のい い言語 は確かに 在する に いては の指示の

定を の てはめる とは い の 言語 が て RFT は 生的

を重視するため (3)が根 的 言語 に いて る を基本に え

る ると考える 言の は 想 （スペルベル・ウィルソン 1995/1999）
として にと て関連性の る をしている とが い た の心 大

は意 い の るから の には他 の心の と に の心の

ていると考えら る のい い言語 は 的関連性理論に いて と

る の RFT を てい の る （ 考えるに た て 戸田山 
2014: 1 の 的意味論についての 論を参考とした ） 
3 と 概念世界の 象に RF が すると考えた がわか すい は の に

述 る と る には のパラグラフの に哲学的 が ら

る 概念構造の構造体と概念世界の 象に の を認め け ら いかかが

る は と 関 が る のについては 概念 門に ける

のを 2 つの から えた の は いか 概念世界 大 意 ず RF 概念世界

の 象 の み わ の 体に ける 1 （a location or region in the total 
combinatorial space of possible states, instantiated in a brain, Jackendoff 1992: 8.2 山泉 本巻: 2.3）
と考えら る 本文 述 たのは ずは 説として は いと考えてみるとい と

る と が 一 るとい を して RFT の の主 は

ると思わ る  
4 フレーゲの意義 示 は記述的と るのが （Pagin 2013: 135） る一

Recanati（2013, 2016）の mental files は 記述的 示 る RF は mental files と
のと思わ るか し いけ 示 は いの に る の

る  
5 心理主義（mentalism）と認知的視座の について は が い する

のが ると考えて 心理主義は主に行 主義に 認知的視座は主に日 的視座に

る 本稿は他の を し い  
6 ジャッケンドフ（2012/2019）は認知的 を に 「「 から る」とい 」（p. 2）
と言 て 入しているが は 的視座と らわしい  
7 概念についての は三木（2014）を参照  
8 の 論（inference）は 三 論 の に る のに ら い（Mercier and 
Sperber 2017）  
9 の認知意味論に いて 認知形而上学は 要と ていたはず け 日 的

視座からは世界が の のかは一 すると 考える は らかと ているか

ら のか 的に研究 ていた には思え い  
10  的 形 意味論と に る形而上学としては 言語 在論（natural language 
ontology, Moltmann 2017, 2019, 2020）が る 言語に ている認知 在論が主

ると言わ ている のの（2020: 330） とする意味論が全 るために 大

る 在論が ている  
11 クリプキ（1972/1985）の ゲーデル シュミットの の の は
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が ら た（Machery et al. 2004 Hansen 2015 参照）  

12  の た の科学との は マンフォードの 形而上学 と 主義形而

上学 は大 る （Ivanova and Farr 2020: 448） 形而上学と認知心理学の関

についての認知的視座からの考 として Scholl（2007）を参照  
13  カント哲学とジャッケンドフの概念意味論の関 は Jerzykiewicz（2003）に言 が る  
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